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祈りの中の先祖と親族
-インドネシア･メダン市ト)で･パタック移民社会における祈祷会
木村　敏明
キーワード　　インドネシア､トバ･バタック､キリスト教､祈り
はじめに
古典的な宗教学の研究において祈りは宗教的行為のうち｢最も一定した､最
も重要な要素｣ [Tiele 1898: 133】､ ｢宗教の魂であり本質｣ 【James 1902:
464】､ ｢あらゆる宗教の心臓部であり中核｣ 【Heiler 1921 : 2】などとされ､最
重要の宗教現象として考察の対象とされてきた｡これらの研究の多くでは､ハ
イラーをその典型として､祈りの内面的な｢宗教的経験｣の｢表現｣という側
面が強調され､｢外面的なもの｣｢硬直した定式｣｢伝統によって縛られたもの｣｢儀
礼｣などと対照的にそれを論じる傾向があった｡それに対し､人類学や社会学
の分野から､祈りをひとまず社会において伝承されてきた儀礼的行為の一環と
してとらえた上で､その他の例えば身振りによる儀礼との違いを明らかにして
いくべきだとする見方が示されているtMauss 2003, Gill 1981】Ⅰ｡後者の主張
はもっともであるが､その際､問題は後者のタイプにあてはまる研究の多くが
祈りの持つ社会的側面の指摘からその先への展望を見出せずにいるように思わ
れる点である｡また､両者の主張が食い違う原因の一端は､そこで扱われてい
る事例にもあるように思われる｡後者の研究で中心的に扱われているのは､オー
ストラリアやアメリカの先住民の儀礼における形式化､様式化された祈りの事
例である｡ハイラーやジェームズの古典的研究が好んで事例としてとりあげて
いたのがキリスト教的伝統に属する祈りであったことを思い起こすと､教義的
1　このような二分法はやや単純化した言い方であり､とりわけモースの研究には祈りを個人と社会､
創意と形式のダイナミズムにおいて捉えようとする視点があった｡これらの理論的な問題について
は稲を改めて論じることにしたい｡
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には内面性､自発性を強調するキリスト教の祈りを宗教人類学的研究の対象と
して選ぶことで､儀礼の一環としてそれを捉えることの意義と限界がより明確
になるのではないかと､論者は考える｡
それをふまえた上で本稿においてとりあげるのは､東南アジアの一社会にお
ける､クリスチャン的､さらにいえばプロテスタント的な祈りの実践である｡
これらは､その形態のみをみれば､何の変哲もない､日本のプロテスタント教
会で行われているのと変わりのない祈りの実践であるoその意味で､従来フォー
ク･カトリシズムや福音主義教会の研究が扱ってきた諸々の目新しい実践形態
に比べ､ありふれた､魅力にとぼしい研究対象だと見えなくもない｡何らかの
形でプロテスタントの教会と関わったことのある者なら誰でも､本稿でとりあ
げるような祈りの実践なら世界中のいたるところ(あるいは近所の教会)に見
出すことができると感じるであろう｡しかしその実践が｢ありふれている｣と
見えるのは､一体いかなる視点からであろうか｡つまりそれは､キリスト教の
教義や実践にある程度なじみのある者が外部から下す判断であって､それを受
容した地域社会からすればキリスト教的な祈りは､そこに従来なかった新奇な
実践であったに違いないのである｡むしろまったく異なった歴史的文化的背景
の中にある社会にあって表面的にでも類似した実践形態が定着していることに
私たちは驚くべきなのではないだろうか｡しかしいずれにせよ､ここでとりあ
げる東南アジアの一社会では､キリスト教の受容にともない､祈りの実践は､
その社会で暮らす人々の日常の-こま､しかも個人的にも社会的にも重要な-
こまとして今日では定着している｡とすれば､次のことが改めて問われねばな
らないであろう｡いかに､この祈りの実践は地域社会の文脈の中にうめこまれ､
そこで機能しているのか?そして､この問いは同時に次のような問いの可能性
をも開く｡いかにしてこの祈りという実践は､その文脈へと働きかけそれを再
編していったのか?本稿はこのような問いへと､具体的かつ実証的に答える一
つの試みである｡
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1.問題の所在
本稿で事例としてとりあげるのは､インドネシア共和国北スマトラ州の州都
メダンに暮らすトバ･バタック移民社会における祈りの実践である｡トバ･バ
タックを名乗る人々は､スマトラ島北西部の山岳地帯にあるトバ湖に浮かぶサ
モシール島､トバ湖岸東半周(フツバン地方)とそこからさらに南へと広がる
シリンドウン盆地をホームランドとする｡文化的･社会的な面では､言語(ト
バ語)や世界観でも社会規範でもある慣習法(アダット)の根幹部分が共有さ
れている｡また､一人の伝説的な祖先シ･ラジャ･バタックから各クランの始
祖を経て現在にまで至る系譜(タロンボ)を保有し､原則的にはあらゆる個人
がこの中に自他を位置づけることができることも､彼らのトバ･バタックとし
ての自己認識を形成する上で重要な役割を果たしている｡
今日､トバ･バタックのほとんどは､ 19世紀後半に始められたドイツのラ
イン伝道協会による活動を通して､ルター派プロテスタントへと改宗してい
る｡彼らの教会HKBP (Huria Kristen Batak Protestant-プロテスタント･バ
タック･クリスチャン教会)は､約300万の会員を擁するインドネシア最大の
民族系教会である｡トバ･バタック社会に深く根を下ろしたこの教会は彼らの
社会生活に大きな影響力を及ぼし､教会に｢異教的｣であるとみなされた慣習
は廃絶や変形を余儀なくされた(山本1995:343ff)｡さらに､インドネシア
政府の公認宗教政策下で､ 70年代以降社会生活全般における｢宗教(Agama)｣
の比重が高まる中､トバ･バタック社会におけるHKBPの発言力もそれまで以
上に強まった0　-万で､とりわけ都市部においてキリスト教諸教派が競合する
中､ HKBPが儀礼などの慣習法的実践への関与を深め､ ｢トバ･バタックの教会｣
として｢エスニック･チヤ二チ｣化していく傾向も見られる(木村2003)0
本稿でとりあげるのは､トバ湖の北約100キロに位置するスマトラ最大の都
市メダンに暮らすトバ･バタック移民社会である｡ペリー(Pelly 1994)やプル
バ(Purba 1998)らがおこなった調査によれば､トバ･バタックはメダンの総
人口の15%弱を占め､エスニック･グループとしてはジャワに次ぐ第二番目
の規模をもつ｡しかし､とはいってもメダンはきわめて多民族的な環境にあり､
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そこで彼らはone ofthemにすぎない｡都市の生活環境はホームランドとは大
きく異なっているのである｡
ホームランドにおけるトバ･バタックの集落は基本的に､土地の処分権を有
するひとつの父系の｢草分けクラン(Si suan bulu-竹垣を植えた者)｣を中核
とし､そこに若干の姻族を加えて形成され2､これが生業としての農業や儀礼
における互助の単位でもある｡また､彼らへのキリスト教宣教は､このような
集落の機能を生かし､集落の有力者を教会役員とノして取り込みつつ地縁血縁的
なつながりによって集団的改宗に成功したと言われており(Pederson 1970 :
85)､結果､集落は教会の単位ともなっている｡つまり集落は､地縁､血縁､
教会縁といった人間関係が重層的に重なり合い､生業､政治､儀礼､宗教など
の多様な機能を果たしていたのである｡彼らの社会生活全般を規制する慣習法
はこのような集落の存在を前提として成立した｡しかし､都市の生活空間は
このような重層的人間関係の場ではない｡近隣には他の民族やクランが暮ら
し､教会も多様化している｡しかしトバ･バタックたちはそのような都市環境
に独特のやり方で適応した｡つまり､血縁(クラン)､地縁､教会縁といった
縁ごとにそれぞれ互助会を作るというやり方である｡ブルナ-らによってこれ
までに明らかにされたように､メダンに分散して暮らしている彼らを､これら
の互助会は､血縁･地縁といった彼らの慣習法あるいはそれと密接に結びつい
た世界観に接続可能な人間関係のカテゴリーへと統合する機能をもつのである
(Bruner 1961,1972)｡また､論者はこれまでに､この互助会の活動実態がほ
ぼ慣習法儀礼の実施に特化されていること､そしてその『会則』の分析をもとに､
それらがインドネシアの歴史的政治的な文脈の中に自らを位置づけて存続して
きたということを指摘した(木村2002)｡これをふまえたうえで本稿において
試みるのは､このような大づかみな機能論のレベルから一歩踏み出し､その互
助会がいかにして､いかなるまとまりへと彼らをまとめあげているのか､とい
う点についてのミクロな検討である｡具体的には､互助会の定例集会がほぼ例
2　その実態については､例えばシャーマン(Sherman 1990:64f)などによって詳述されている｡
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外なくキリスト教的祈祷会として催されているという事実に注目し､そこで祈
られる祈りの事例をとりあげ､そのなかでいかに｢われわれ｣が語られている
かを分析していくことにしたい｡
2.メダンにおけるト八･八タックの祈祷会
メダンに住むトバ･バタックの成人がいかに多くの祈祷会に参加しているか
という点については､かつて事例を示しながら論じたことがある(木村2002 :
29)｡そこでとりあげたDという女性は､週に4回から5回の祈祷会に参加し
ていた｡もちろん､すべてのトバ･バタックがこれだけの数の祈祷会に毎週参
加するわけではない｡しかし､自分の子供が結婚適齢期を迎えようという位の
年代以上の人々としては､これは例外的な数とはいえない3｡
祈祷会は持ち回りの当番の家でおこなわれる｡多くの場合､客間の床にゴザ
を敷き､参加者はそこにあぐらをかいて車座となる4｡どの祈祷会もそのプロ
グラムはほぼ同じで､参加者のうちから選ばれた数名による祈り､多くの場合
教会長老がおこなう説教､そしてその合間の賛美歌の組み合わせで構成され
ている｡本稿で特に注目する祈りについて言えば､それはプロテスタント教
会においてはありふれた､代表者による､公的な､自由祈祷の形をとる【Barth
2005(1986):328】｡つまり､キリスト教における祈りの形態にも様々あるが､
ここでとりあげるのは｢主の祈り｣のように定型的な祈祷文を全員で声をそろ
えて祈るものではなく､一人の代表者が全員に聞こえるような声で祈りをささ
3　上掲論文で論じたように､バタックの互助会はかれらの人生儀礼の執行に欠かせないものであっ
て､その顔合わせの機会としての祈祷会に参加することは子供の結婚式を｢恥ずかしくない｣もの
にするため不可欠だという言葉を多くのトバ･バタックから聞いたQ　逆に､祈祷会にほとんど参加
していなかったトバ･バタックの儀礼が非常にさびしいものに終わったという､批判的なニュアン
スでの語りも頻繁に耳にする｡
4　祈祷会におけるゴザ(tlkar)への着席場所については､伝統的儀礼における空間構成が反映されて
いるという興味深い指摘がハムゾン[2006:70】によってなされている｡トバ･バタックが儀礼で川
いるゴザには上座(Halangulu)と下座(Telaga)があり､前者にはフラフラが､後者にはポルが座るこ
とになっている｡一方､キリスト教的祈祷会では､そのような姻族間の優劣に基づくlYl'-席はなされ
ないが､それに代わって､男性が上に､女性が下に座るようになっている､というのである｡
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げ､他の人々は目をつぶり手を組みながらそれを聞き､最後のアーメンだけを
共に唱和するという形態である｡いかに祈るかは､それをキリスト教的に｢ふ
さわしい｣祈りとするための基本的ルールはあるものの基本的には祈り手次第
で､その場に居合わせる人々の抱えている問題を鮮やかに切り取ってキリスト
教的脈絡にもちこむ手腕をもつ人､それぞれが自分のことを祈られていると感
じることができるような祈りをできる人が､ ｢優れた｣祈り手とみなされる傾
向がある｡このようなと手な祈りは､知識によって一朝一夕に可能になるわけ
ではなく､その人の資質とそして何よりも繰り返しそれを実践すること､いわ
ば｢熟練｣することによって身に着けなければならない､と論者がインタヴュー
した日曜学校教師は言っていた｡そしてトバ･バタック社会では､このような｢優
れた｣祈り手に対して高い社会的評価が与えられる｡あるいは逆に高い社会的
地位にある者は､このような｢優れた｣祈り手であることが求められる｡もち
ろん建て前としては｢祈りにと手､下手などない｣と言われるが､その一方で
社会的地位にふさわしい祈りのできない者に関する冗談や軽蔑の言葉なども頻
繁に聞かれる｡例えば､恋人の両親のところへ結婚の許しを得るために訪れた
男が､食事の際に祈りを導くように命じられで-Metmet ahu ｡n-日　と子供の
祈り5をやりはじめ､恋人の親に一喝された話など､トバ･バタックにおける｢情
けない男｣話の定番である｡トバ･バタック社会において､祈りは､単なる個
人的な行為ではなく､極めて社会的な行為なのであり､ ｢自由｣と｢形式｣､ ｢個
人的経験｣と｢社会的意味づけ｣の間に存在し､その意味でも興味深い研究対
象である｡
ふたたびメダンにおけるトバ･バタックの祈祷会に話を戻すと､一一回の祈
祷会でささげられる祈りは標準的には6回である｡順にあげると､司会者に
よる① ｢開会の祈り｣､説教者による② ｢説教の開始｣ ③ ｢説教の終了｣の祈
5　HKBPの教会学校で小学校入学前の子供たちに最初に教えるトバ語の定呼1.的祈りo　曲をつけて
覚えやすくしてある｡令丈は以卜のとおり｡ ''Metmet ahu on, naeng la§ rOhakkon. Sasada Ho
.Tesus donganhu tongLongl'(小さきこの私の心を清らかにしてくださいo　イエス､あなただけがい
つも仏の友｡ ) (論者訳)
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り､当番以外の参加者のひとりによる④ ｢来た人Naro｣の祈り､当番として
家を提供している⑤ ｢家の人Parjabu｣の祈り､そして司会者による｢閉会の
祈り｣である｡ただし､本稿の下でとりあげる事例のように小さな祈祷会で司
会者と説教者が同一人物である場合など､ ①と②がひとつにまとめられること
もある｡また､シトンプル(Sitompul)･クランのシリッキロン(Siringkiron)･
りニッジのように､ ④と⑤を｢男性の祈りtangiangsianama｣と｢女性の祈
りtangiang siam ina｣に分けている祈祷会もある｡ ④と⑤の祈り手は祈祷会の
直前に､司会者が中心となってその場で指名される｡祈祷会は2時間程度で終
了し､その後軽食をとりながら小1時間ほど雑談が続き､解散となる｡メンバー
の子が結婚するときなどには､その案内や招待状の配布がなされることもある｡
3.事例
本稿でデータとして用いるのは､ 2001年11月4日におこなわれた､バトウ
バラ･クランの中の､イジョルマ･リニッジの互助会(Pomparan Ompu Raja
Ijolma Batubara Anak dohot Boruna6)の祈祷会の事例である｡彼らの間で伝
えられている系譜(Tarombo)によれば､バトウバラ･クランは､トバ･バタッ
クの共通の祖先とされるシ･ラジャ･バタックから数えて7代目にあたるダトウ
バラ(Datubara)の子孫だと考えている人々の集団である｡しかし｢呪術師｣を
意味するDatuという言葉をクラン名として用いることへの抵抗感から､ 80年
代のはじめころクラン全体でダトウバラからバトウバラに改姓をおこない､現
在では数名の例外を除いて皆バトウバラを名乗っている｡イジョルマ･リニッ
ジは､そのダトウバラから6世代後のイジョルマを共通の祖先だとする人々の
集団である｡バトウバラ･クランの下部リニッジとして､このイジョルマ･リ
ニッジは最も活発なもののひとつで､ 1989年にはイジョルマの遺骨を探し出
6　辞書的にばtnmpu■■は｢祖父-祖先｣を､ ■'Raja'■は｢王｣を表す｡ここではどちらも祖先に対する
敬称として用いられている｡その部分を省いて直訳すれば､この会の名称は｢イジョルマ･バトウ
バラの子孫､娘たちと息子たちの会｣ということになるが､以下の記述では便官的に｢イジョルマ
の会｣と表記する｡
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し､その故郷バヌアラに改葬墓を建てて骨を納めている｡その儀礼を費用的な
面で後押ししたのがここでとりあげるメダンの｢イジョルマの会｣である｡ 『会
則(Anggaran Dasar 良 Anggaran Rumahtangga) 』序文によれば､この会は
1983年に会則を定めて正式に発足し､その後92年､ 93年､ 97年､ 2000年に
会則の改定がおこなわれている｡会員となるには､メダンに住むイジョルマ･
バトウバラの子孫で､すでに結婚していなければならない｡その資格を満たし
た者が入会手続きをとることによって参会が認められる(『会則』第4条)｡現在､
会員として登録しているのはおよそ家族である｡この｢イジョルマの会｣では､
定例の集会として毎月第一日曜日に｢祈祷会Partangiangan｣をおこなうほか､
2年に一一度クリスマスの時期に創設記念会を開催することになっている｡ここ
でとりあげるのは､その定例の祈祷会の事例である｡
2001年､ 11月4日の祈祷会では､司会者と説教者が同一人物であったため､
上で述べたように開会の祈りと説教の開始の祈りは一つにまとめられ､全体で
5回の祈りがなされた｡そのうち開会の祈り､説教の終了の祈り､閉会の祈り
は同じ40代男性によって祈られ､説教も彼が担当した｡その人物はプマタン･
シアンタルのHKBP神学校を卒業し､神学士(Sarjana Theologia)の学位を持つ
が､牧師とはならず高等学校の宗教教師をしている｡また雄弁家として知られ
る彼は､一族の慣習法儀礼において儀礼的討論を司るスピーチの専門衣(Raja
parhata)の役目も果たしている｡それに加えて｢来た人｣として50代の女性が､
｢家の人｣として40代の男性7がこの祈祷会で祈りをささげた｡本稿ではすべて
の祈りをとりあげるゆとりはないため､とくに｢説教終了の祈り｣と｢来た人
の祈り｣に絞って考察をすすめていきたい｡
7　この男件の祈りは短く､定狩圭的なものであり､祈椿会に参加した人々から｢ぎこちない(kaku)｣
という評価をうけていたoいかなる祈りが｢優れた｣ものとして評価されるかという問題を考える
卜で興味深い事例であるが､この,r.EjJこ関しては稲をあらためて考察したい｡
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事例1 ｢説教終了の祈り｣ (インドネシア語)
1. Mari kitaberdoa.
祈りましょう0
2. Bapa di surga di dalam nana Yesus Kristus, pada sore hari ini Bapa,
Engkau sudah mengaJari kami, agar kami Tuhan bertindak di dalam iman
kami.
天の父よ､イエスキリストの名において､この夕べ､父よあなたはわたしたちに､
主よ､わたしたちが信仰の中でふるまうように教えてくださいました｡
3. Tetapi Engkau mempunyal Syarat kepada kehidupan kami, agar kami
hidup di dalam tanganMu, agar kami hidup di dalam firman-Mu, disetiap
kehidupan kami terjadi dalam kehendakMu, Bapa.
しかしあなたは､わたしたちがあなたの手の中で生きるため､わたしたちがあ
なたの教えの中で生きるため､わたしたちの生活のそれぞれがあなたの望みの
なかに起こるため､条件を出しています｡
4. 0h Tuhan kami bersusah payah mencari rezeki kami Bapa, !etapi lobang
yang lain menunggu, hingga untuk hidup kami, dalam keluh kesah dan
hidup kami selalu dalam pas-pasan.
おお､主よ､私たちは私たちの生活の糧を探すことが困難であるばかりか､落
とし穴が待ちかまえており､私たちの暮らしをため息の中へ､私たちの暮らし
をいつもぎりぎりのところへと導きます｡
5. Oh Bapa, Juga kehidupan kami ditenpa sakiトpenyakit, selalu ditenpa
kejangkitan, inilah kami Bapa, inilah kami Tuhan.
父よ｡わたしたちの生活はいつも病におびやかされ､伝染病におびやかされて
います｡父よ､このようですわたしたちは｡主よ､このようですわたしたちは｡
6. Karena itu hanya Engkau yang bisa merobah hidup kami, hanya Engkau
yang bisa merobah hidup kami Yesus.
ですからあなただけです｡わたしたちの生活を変えることができるのは｡あな
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ただけが､わたしたちの生活を変えることができます､イエスよ｡
7. Jika Engkau Yesus di dalam hati kami, karena itu masuklah ke dalam hati
kami dengan kuasa Rob-Kudus-Mu, agar kami dapat melakukannya dahulu.
もしあなたイエスが心の中にいれば｡ですからわたしたちの心の中にあなたの
聖霊の力を入れ､わたしたちがそれをおこなうことができるようにしてくださ
い｡
8. Juga Tuhan, sering mulut kamiini Tuharf mengutuk dan mengumpat
kepada anak-anak kami, kami bercita-cita anak kami menjadi anak
yang terhormat, anak yang cerdas, anak yang plntar, anak yang lni, tapl
kenyataannya Bapa, kehidupan mereka tidak seperti kami inglni.
そしてまた主よ､このわたしたちの口はしばしば､わたしたちの子どもを呪い､
ののしります｡わたしたちはわたしたちの子どもが､尊敬される子どもに､教
養ある子どもに､賢い子どもに､こんなこどもになってほしいと夢を見ます｡
しかし実際は､父よ､彼らの生活はわたしたちが望んだとおりではありません｡
9. Karena itu Bapa, setiap ucapan yang tidak benar, ucapan-ucapan,
perkataan mengumpat dan mengatakan kata-kata yang tidak senonoh
kepada anak kami, kami cabut didalam namamu.
ですから父よ､正しくない言葉のすべてを､ののしりの言葉と発言を､わたし
たちの子どもにふさわしくない言葉を､あなたの名の下にわたしたちは取り消
します｡
10. Tuhan Yesus Kristus dan setiap perkataan yang kami katakan kepada isteri
dan suami akan kami cabut dan kepada setiap orang biarlah kami cabut
Tuhan.
妻や夫に対してわたしたちが語ったひとつひとつの言葉を､わたしたちは取り
消します｡そしてあらゆる人に対するそれもわたしたちは取り消します｡主よ｡
ll. Oh Tuhan, terimakasih Bapa.
主よ､感謝します父よ｡
12. Kaml Juga Bapa, plnOmpar Ompu ljolma Batubara, mencabut setiap
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kutukan yang dilakukan oleh nenek moyang kami dahulu kepada adik-
adiknya keturunan Ompu Bintang yang membunuh Ompu Raja ljolma
supaya ,Oh Tuhan, keuarga-keluarga yang melakukan itu marga Batubara
dongan tubu kaml yang melakukan.
わたしたちオップン･ラジヤ･イジョルマ･バトウバラの子孫たちは､わたし
たちの遠い祖先による､彼の弟たち､つまりオップン･ビンタンの子孫に対し
てなされた非難のすべても取り消します｡オップン･ビンタンは､オップン･
ラジャ･イジョルマを殺しました｡主よ､それをおこなったのは､ドガン･トウ
ブのマルガ･バトウバラだったのです｡
13. Sekarang Juga Kau berkati terutama Ompu Boasa yang sampal Saat ini
hanya beberapa gelintir keluarga, biar tangan pengasihMu, turun atas
mereka Tuhan.
そしてまた､あなたがとりわけオップン･ポワサを祝福してくださいますように｡
現在に至るまで､わずか数家族しかいません｡あなたの慈悲の手が彼らの上に
下ろされますように｡主よ｡
14. Oh Yesus, jadikanlah kami ini semua menjadi garam di te.ngah-tengah
marga Batubara, menjadi petunjuk-petunjuk yang baik ditengah-tengah
keluarga Batubara.
イエスよ｡わたしたちがマルガ･バトウバラの中にあって塩となることができ
ますように､バトウバラ一族の中でよき道案内人となることができますように｡
15. 1tulah Tuhan pertanda kami, bahwa kaml punguan Ompu Raja ljolma
mengadakan partanglangan Sekali sebulan dan hasilnya, kami bisa menjadi
saluran berkat bagimereka.
主よ､わたしたちオップン･ラジャ･イジョルマの会が月に一度祈祷会をもっ
ていることこそその証拠です｡そしてそのために､わたしたちは彼らに対する
祝福の水路となることができます｡
16. Termakasih Tuhan dan pakailah kehidupan kami ini menjadi perslapanMu･
主よ感謝します､そしてわたしたちのいのちを､あなたの準備のために用いて
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ください｡
17･ Berkati Tuhan abang kaml yang punya rumah inl yang menyediakan tempat
ini dEm bcrkati Nantulang kaml Juga disini, biarlah Oh Tuhan namaMu
tetap dipermuliakan di dalam rumah ini.
主よ､この家の持ち去であり､この場を用意したわたしたちの兄を祝福してく
ださい｡そしてまたここにいるナントウランも祝福してください｡主よ､あな
たの名前がいつもこの家の中で賛美されますように｡
1H･ Dalam mama Yesus Kristus, Engkau memberkati keluarga di rumah ini.
イエス･キリストの名において､あなたがこの家の家族を祝福してくださいま
すように｡
19･ Jika ada hal yang bertenlangan･ tidak seiman nyatakanlah kuasaMu Bapa,
Engkau pakai keluarga kamidisini untuk pernyataan firman Mu, dalam
nama Yesus Kristus. Amen.
もし(あなたに)反すること､信仰にそぐわないことがあれば､あなたの力を
示してくださいo　ここにいるわたしたち一族をあなたの教えを明らかにするた
めにお使いください｡イエス･キリストの御名によって｡アーメン0
rrt例2 ｢来た人｣の祈り(トバ語)
1. Martanglan ma hita.
祈りましょうo
2･ Tuhan Debata ama nami na marlganan di banua glnJang･
天にいます､わたしたちの父､主なる神よ｡
3. Mauliate dohonon nami tu ho di botari on.
この夕べ､わたしたちはあなたに感謝します｡
4･ T()ng-一ong ditogu-togu ho hami di bagasan hahipason di bagasan ni
keluarga nami dison.
ここにいるわたしたち家族の中で､あなたがずっとわたしたちを健康に､導い
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てくださいましたことを｡
5. Boi hami mambege sian halamina di patorang ni naposomiTuhan･
わたしたちは､あなたの僕の説明からあなたの教えを聞くことができました0
6. Nunga dibege hami †uhan hatami, namagi do ma hami Tuhan unang
holan namambege sambing hami alana as° boi hupangke hami halaml
di bagasan disi nami, asa huairtusi hami Tuhan plnangldo ni r()hami, as°
unang margait-gait hami dinalaho mangihuthon hatami Tuhan, as° unang
targampar sogot di haraJaOn naung diparade Mi tu ompu lj()lma namarpn糾
On.
わたしたちはもうあなたの言葉を聞きました｡わたしたちがそれを聞くだけで
ないようにお願いします｡わたしたちがくらしの中でその言葉を使うことがで
きますように､主が望むことが何か分かりますように､主の言葉にわたしたち
がふざけて気持ちで従うことがありませんように､あとでわたしたちが､ここ
に集まっているオップン･イジョルマのために用意されたみ国を見失ってしま
うことがありませんように｡
7. Nang di anggota nl Punguan naml pOpparan nmPu Raja ljolma dang boi
hami rap apala di tingki on dang diboto hami Tuhan angka sangkap I-i
nasida.
わたしたちオップン･ラジャ･イジョルマの子孫の会の会員で､この時に集ま
ることのできない者たちについて､わたしたちは彼らの望みが何か知りません｡
8. Molo angka na marlosok roha, tong-一ong do pasahatton nami tu hadopaI-
Mu Tuhan, as° ho tonk-t()ng namanganJu rOha nasida, as° gabe bo主 hami
tong-t()ng rap la() mand童)oth()n ho Tuhan, asa gabe bo主 daロ()thon hatami
di angka partanglangan nami di sahali sabolan･
もしめんどうだ､というなら､わたしたちはあなたにいつも伝えます｡あなた
がいつも彼らの心をなだめて､月に一一一度の祈祷会で､わたしたちがいつも共に
あなたに会いにでかけ､あなたの言葉を得ることができるように｡
9. Molo di angka parsahiton Tuhan, tong-tong pasahath｡n namitu Hot asa Ho
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ma tong-long namagalehon hahipasan, padao angka parmaraan lumobi di
Jolo Tuhan.
病の時にも､わたしたちはいつもあなたに伝えます｡あなたがいつも健康をく
ださいますように｡さらにあなたの前で危険を遠ざけてくださいますように｡
10. Na manglngOt hami diparmaen nami boru Hutabarat nadi jalan Bakti,
unang songoni Tuhan anak namii Tuhan na dibagasan parsahiton nasida.
わたしたちのヨメ､バクティ通りのボル･フタバラッのことが思い浮かびます｡
病気の中にあるそのわたしたちの子どもに､主よ､そのようにしないでください｡
11･ Na mangido hami Tuhan na marpungu hami tong-tong di tingki on asa ho
manghipasan nasida, asa boi tong-tong manhahipasan nasida, asa boi hami
paJumpang tu tingki naeng ro.
この時にわたしたちがいつも集まることができますよう､主にお願いいたしま
す｡あなたが彼らに健康を与え､彼らがいつも健康であることができ､わたし
たちがこれから先会うことができますように｡
12･ Suang songoni Tuhan, manglngOt hami di anaknon nami na mangalehon
inganan di apala tikki on, pasu-pasu Tuhan angka ulaon nasida lehon
hahipasan, lehon Tuhan hatami maringanan di tonga-tonga keluarga
nasida.
同じように主よ､この時に場所を用意したわたしたちの子どものことが思い浮
かびます｡主よ彼らの仕事を祝福し､健康をお与えください｡彼の家族の中に
あなたの言葉を与え住まわせてください｡
13･ Asa Ho tong-tong mangalehon pasu-pasu tu nasida, suang songoni na
naeng mulak be hami annon.
あなたがいつも彼に祝福を与えますように｡そしてまもなく帰ろうとしている
わたしたちにも同様にしてください｡
14. Tu ho do pasahat non tondi dohot daging namュ.
この魂と体をあなたにささげます｡
15. Ramoti hami angka di pandalanan nami, padao parmaraan saluhut na siam
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naml.
わたしたちの道のりにあって祝福をお与えください､わたしたちからあらゆる
危険を遠ざけてください｡
16. Jala pasu-pasu angka ulaon ni anakhon nami na naeng di pangarattoan
nang angka di jolo nami, na di bagasan parsikolaon, patulus Tuhan angka
cita-cita ni anakhon nami.
そして遠い土地に働きにでかけているわたしたちの子どもの仕事を祝福してく
ださい｡またわたしたちの前にいる者たち､今学校に通っている者､主よ彼ら
の夢をかなえてください｡
17. Tolong Tuhan angka anakhon nami na so dope dapot kareJO naSida･
asa tong-tong adong ulaon nasida, na gabe pangolu-golu nasida, na boi
makorhon las ni roha nasida dohot nagale panbagaan nasida di sude angka
ngolu-ngolu nasida, asa boi hami natoras na marlas ni roha･
主よ､まだ仕事を得ていない多くのわたしたちの子どもを助けてやってくださ
い｡彼らが仕事をもち､日々の糧を得て､喜びの心を持つことができますように｡
彼が生活のすべてに希望を持つことができますように｡わたしたちが､喜びの
心を持った親となることができますように｡
18. Jala dermak gabe sesa ma angka dosa pangalasion nami, asa tong-tong
marhite anakMu jala pasu namangalashon roham di hami di dosa dongan
nami dohot dosa nami. Amen.
そしてわたしたちの罪を消し去ってください｡いつも､あなたの子をとおして､
わたしたちの罪､わたしたちの友達の罪の中にあるわたしたちに喜びの祝福を
もたらしてくれるものを祝福してください｡アーメン｡
4. r我ら｣と　r汝｣
この二つの事例だけからも様々なことがわかるが､さしあたりここでは､そ
こでいかに｢わたしたち｣について語られているかという点のみに注目して分
析を試みる｡従来の研究では､祈りにおける｢我｣と｢汝｣の対話という契機
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が強調される傾向があった｡しかし以下に述べるように､上の祈りはそれと異
なった構造を持つことがまず指摘されねばならない｡
上に示した事例では､ ｢わたしたち｣にあたる代名詞は､インドネシア語に
おけるkita, kamiそしてトバ語におけるhita, hami(nami)である｡ここからも
本稿でとりあげた祈りが語りのジャンルとして持つ特殊性を見て取ることがで
きる｡まず第一に､祈祷会に集まり､神の教えを聞き､祈りをささげている主
体としての｢わたしたち｣､そして神に対して願われる恵みや救いの対象とし
ての｢わたしたち｣あるいは｢わたしたちの～｣がそこで繰り返し言及されて
いるという点である｡そして言うまでもなくこれらは､同様に祈りの中で頻繁
に呼びかけられる｢神｣あるいは｢イエス｣に対置する形で言われているので
ある｡つまりこの祈祷会での祈りの言葉は､例えば個人によってなされる祈り
とは違って､ ｢我｣と｢汝｣ではなく､ ｢我ら｣と｢汝｣という枠組みの中で語
られているということがまず指摘されねばならないであろう8｡
このことと関連して第二にその｢わたしたち｣というインドネシア語･トバ
語の代名詞の特徴が､この祈りのもつ｢我ら｣と｢汝｣という構造をより鮮
明に枠付けるという点に注意を向ける必要がある｡というのも､インドネシア
語とトバ語では､日本語にない2種類の｢わたしたち｣の区別をするからで
ある｡ひとつはkita (インドネシア語)､ hita (トバ語)の系統で､これらは
聞き手を含めた｢わたしたち｣を指す｡例えば講演会において講演者が･kita･･
と言えば､聴衆も含んだその場の全員を指して｢わたしたちは｣と言ってい
ることになる｡ところが､一方でインドネシア語とトバ語にはkami (インド
ネシア語) hami,(nami) (トバ語)という語もある｡これは話しかけている相
手｢あなた･あなたがた｣ kamu,hamuに対峠するものとしての｢わたしたち｣
kami,hami(nami)を表す語である｡つまりこのkami,hami(nami)には語りかけ
ている当の｢あなた･あなたがた｣は含まれない｡これらは別の言い方をすれ
ば､ ｢わたしたち｣について､その部外者に対して語る際に用いられる表現で
8　上記の二つの祈りの中で一人称の代名詞つまりインドネシア語のsayaあるいはaku､バタック語
のahuなどが一度も用いられていないことが､これを端的に表している｡
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あるといえる｡海外での講演で｢わたしたち日本人は｣と言うときの｢わたし
たち｣だと言えばわかりやすいかもしれない｡
上の二つの祈りの事例を見ると､後述する冒頭の呼びかけを除きすべて後者
のkami,hami(nami)つまり｢あなた｣を含まない｢わたしたち｣が用いられて
いる｡もちろんここでこの｢わたしたち｣が対峠している｢あなた｣とは神で
ある｡つまり､これらの祈りの中では祈りの主体としての｢わたしたち｣が､
常に神と対峠する者､神の前に立つ｢わたしたち｣として語られている｡この
ことはまったく当然のことであって日本語での祈りであっても祈りの中での
｢わたしたち｣は､神に対略し神を含まない｢わたしたち｣なのだが､トバ語
やインドネシア語ではそのことが人称代名詞の違いによって印象的に表現され
るのである｡ちなみに､この同じ祈祷会の中で同じ事例1の男性によってなさ
れた説教のなかでは､このkami系の｢わたしたち｣はほとんど用いられてい
ない9｡
祈りの開始の場面に注目すると､この人称代名詞の転換､つまり仲間へ向
けてのkita系の｢わたしたち｣から､部外者へ向けてのkami系の｢わたし
たち｣への転換がそこで非常に明確に表現されていることがわカきろ｡つまり
祈りを始めるにあたり祈り手は､まず｢祈りましょう-Mari峯皇垣berdoa./
Martangiang ma辿旦｣といった掛け声をかける｡ここではまだkita系の｢わ
たしたち｣が用いられていることに注意が必要である｡この掛け声に答えて､
車座に座っていた人々は手を組み､目を閉じ､祈りの体勢に入る｡そしてそれ
から例えば｢わたしたちの父なる神よ-Tuhan Debata Ama nami…｣といっ
た形で神への呼びかけがなされ､祈りが始まるのである｡そしてこれ以降､祈
りの中における｢わたしたち了は､神という部外者に対する｢わたしたち｣と
してkami系の代名詞だけが用いられるのである｡
9　30分強の説教の間に､聖書の引用を除いて､145回｢わたしたち｣にあたる代名詞が用いられたが､
祈りで用いられていたkami系の代名詞はわずか3回､しかも-箇所で使われただけである｡その箇
所では聖書の詩篇128章3節の記述を念頭におき､神-あなたを主語として次のように言われている.
｢あなたは私たちに､私たちの妻は家の中の､豊かな房をつけるぶどうの木のようであり､子供たち
は食卓を囲むオ1)-ブの若木のようである､と示しました｣o
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ここで､このような｢わたしたちkami｣と｢汝｣という構造をもった語り
としての祈りは､祈祷会の場面にあって､身体的なしぐさによってもその他の
語りから明確に区別されているという点も重要である｡祈祷会のそれ以外の場
面とは異なり､一人の代表者によって祈りがなされる間､それ以外のメンバー
は目を閉じ､手を組んでそれに聞き入ることが要求されるのである｡これは例
えば説教の場面で､各自が比較的自由に聖書を参照したり､部屋のあちらこち
らを眺め回したり､手のさかむけやひげをいじったりしながら1°話を聞いてい
るのと非常に対照的である｡目を閉じ､手の動きを止め､祈り手の言葉に集中
することは､この祈りを｢わたしたち｣の祈りとして意識させる上で効果的な
役割を担っていると考えられる｡
5.先祖､リニッジ
次に注目したいのは､事例1の12から15までの部分である｡ここは全体の
文脈からすると､自分たちの発した､他人を非難する言葉の取り消しを神に願
うという内容になっている｡実は､この祈りの直前の説教において､ヨブ記に
あってヨブが自らの人生を呪う言葉を取り消した(ヨブ記40: 5)後で神か
ら祝福を受けたという話を引きながら､とりわけ家族に対してこれまでに吐い
た暴言の取り消しを神に願うべきだ､ということが語られており､この箇所は
それを表面上受け､これまでの親族に対する非難の言葉を撤回するという祈り
である｡しかし､この部分の祈りは､そのようなキリスト教的教説へと回収で
きない側面を持っているように思われる｡そこでここではこの部分に閲し､や
や細かく検討を加えてみたい｡
まず12の前半では｢わたしたちオップン･ラジャ･イジョルマ･バトウバ
ラの子孫たち｣が｢オップン･ビンタンの子孫たち｣に対してこれまで向けて
きた非難の言葉を取り消すということが述べられる｡ここまでは説教の内容に
10　論者の印象では､ ｢話を聞く｣際に聞き手がとるあるいは｢とるべき｣態度に関し､日本とトバ･
バタックでは違いがあるように思われるc Lたがってこのような｢内職｣的行動は真剣に聞いてい
ないということをただちに意味するものではない｡
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即した暴言の取消しの宣言であるが､そこから祈り手は唐突にその非難がなさ
れてきた由来を語り始めるのである｡｢オップン･ビンタンは､オップン･ラジャ･
イジョルマを殺しました｡主よ､それを行ったのはドンガン･トウブ1のマル
ガ･バトウバラだったのです｡｣ここで実際に語られているのは､祈りの脈絡
からやや離れたリニッジの伝承に他ならない｡イジョルマ･りニッジの伝承に
よれば､バトウバラ･クランはそのもともとの名前｢ダトウバラ｣から分かる
ように代々呪術師(ダトウ)の家系として知られてきた｡長男であったイジョ
ルマはその血をひいた優秀な呪術師として親にかわいがられ､呪術の修行を口
実に各地の高名な呪術師のもとを訪ね歩いてばかりで､畑仕事を少しもしな
かった｡それに嫉妬した弟たちは､ある日共謀して兄を森へと誘い出し､そこ
で彼を殺害し土中に埋めてしまったという12｡ 1989年には､あるイジョルマ･
リニッジの女性への夢のお告げに基づき､子孫たちによってこのイジョルマの
骨が森から探し出され､改葬儀礼を執り行ったうえで改葬墓へ納められている｡
｢主よ､それを行ったのはドンガン･トウブのマルガ･バトウバラだったので
す｣という非難めいた言葉は､明らかに暴言の取消しという文脈にあるもので
はなく､その暴言の正当化とまではいかなくともその根拠を述べキものである.
続く事例1の13における祈りの言葉も､オップン･ボワサ･リニッジがイジョ
ルマの兄弟系のリニッジであることをふまえれば､彼らの苦難についての執り
成しという文脈を超えて､その苦境のそもそもの原因､つまりイジョルマの殺
害をほのめかすものとも読むことができる｡
さらに､ 14と15では､ ｢わたしたち｣つまりイジョルマ･リニッジがバトウ
バラ･クランにおける｢塩｣ ｢よき道案内人｣として用いられることが祈られ
ている｡そしてそのようなことができる｢証拠｣として､ ｢イジョルマの会｣
による月一度の祈祷会の存在をあげる｡つまり､バトウバラ･クランの中で､
唯一自分たちのリニッジがキリスト教的祈祷会を毎月開催しているということ
11同じクランのメンバーの意｡直訳すれば｢子宮の友｣｡
12　イジョルマ･リニッジの複数のメンバーに対する筆者の聞き取り調査による｡
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をもって､他のバトウバラ･クランのメンバーに対する｢祝福の水路｣たる資
格があることが宣言されるのである｡ここでは､先にとりあげた部分に比べ､
より直接的に｢わたしたち｣のリニッジへの誇りが表現されているといえる｡
おわりに
以上の具体的検討を踏まえ､最後に､若干の考察を加えておきたい｡ここで
興味深いのは､これらの語りがいずれもあくまでキリスト教的な祈りとしてお
こなわれているという点である｡そのキリスト教としての全体的トーンを作り
上げているものとして､まずは祈り全体がもつ語りとしての構造をあげること
ができよう｡上で明らかにしたように､本稿でとりあげた祈りは徹底して｢神｣
と｢我々｣という関係の中で語られていた｡このような語りの持つ構造は､祈
りの間､参加者が取り続ける身体的な表現､つまり目をつぶり､手を組むこと､
とあいまって､この祈りという語りを明確に枠付けるものである｡
また､第二に､もう少し細かいセンテンスに注目すれば､聖書によって権威
付けられた教義がうまく活用されているという点である｡不当に殺された先祖
の伝承に関して言えば､それは他者に対して吐かれた暴言の撤回という文脈の
中で､子供や妻あるいは夫に対するそれと並べて祈られている｡このことは､
次のようにも言うことができる｡暴言を撤回すべしという教理それ自体は人間
の一定の行動に対し形式的な規定を示しており､具体的に｢誰の｣ ｢誰に対する｣
｢いかなる｣暴言かという内容はそこで直接指示されていない｡この祈り手は､
そこに子供に対する暴言､配偶者に対する暴言などをあてはめて提示する中で､
リニッジの先祖をめぐる伝承が語られているのである｡形式的な教理は､いわ
ば祈りのこの部分で社会的に承認され｢枠｣の役割を果たし､それゆえにこの
祈りは､社会的に承認され宗教的に権威付けられた語りとなっているといえる｡
最後に､キリスト教的な語垂の使用ということも指摘できるように思われる｡
つまり､上でとりあげたバトウバラ･クランの中におけるイジョルマ･クラン
の特別な役割に関する祈りの中で､そのことがクリスチャンにとって馴染み深
い｢塩｣という比倫で表現されていた点がその典型である｡しかしその一方で､
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これらの祈りが祈祷会に参加していた人々にとってリアルな､自分たちの祈り
であると感じられるのは､祈り手が上で挙げてきたような枠をふまえつつ､そ
こにより具体的で､共有されていて､切実な内容を当てはめることができたと
きである｡その意味で､ここでとりあげたリニッジの祈祷会における祈りは､
彼らの間で理解されている｢わたしたち｣とキリスト教的な枠との間のすり合
わせの場面であり､そのことをうまく成し遂げうる者が､バタック社会におい
て｢優れた｣祈り手であるといえるのではなかろうか｡
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Ancestors in the prayer
-A case study of a lineage's prayer meeting among
Toba Batak People of Sumatra
Toshiaki KIMURA
This paper is intended as an investigation of the Christian prayer
practiced on the background of South East Asian urban settings. There
have been some classical studies about the Christian prayer or prayer
in general such as F. Heiler'S "Das Gebet''and W.James'S ''Varieties or
Religious Experience, but those focused on the inner side or the prayer
exclusively and neglected their ritual character. On the other hand,
while sociologist and anthropologist like Mausse or Gill asserted to see
the prayer from its formal and ritual aspect, they pay little attention to
Christian prayer and its spontaneous and inner aspect･
In this paper I treated with the prayer which addressed at the opportunity
of a lineage based prayer meeting among Toba Batak immigrant society
in Indonesian multi-ethnic city Medan. I try to analyze the transcribed
text of prayer recorded at the prayer meeting of Ijolma Lineage in Medan
and show how they refer to their ancestor and establish their identity ln
Christian framework.
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